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５．緩和目的に外来化学療法を受ける患者が自分らしく過
ごすために ―当院における地域連携の一例―
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【患者紹介】 A氏は70歳代の消化器がんを患った男性で
ある.同年代の妻と二人暮らしであり,子ども夫婦は近隣
に在住していた.子ども夫婦は仕事をしていることや自身
が疾患を抱えていることでA氏が自宅療養をすることに
積極的ではなかった.【経 過】 他院での根治手術後に
家から近い当院に転院し,内服抗がん剤で術後補助療法を
受けていた.術後補助療法終了5ヶ月後に再発し,点滴の抗
がん剤による緩和的化学療法を外来で導入した.疼痛や食
欲不振といった症状が出現する中でA氏は「できれば入院
したくない」という思いを抱いていた.その後,状態に合わ
せ入院することもあったが,永眠する2週間前まで自宅で
過ごした.【介 入】 外来化学療法を受ける中で徐々に
出現した疼痛や食欲不振といった症状には外来化学療法室
看護師が積極的に関わり,ホットラインを活用し,患者・家
族と密に連絡を取りながら症状マネジメントを行った.体
調不良で化学療法を受けられなくなり始めた時期から,介
護保険や訪問看護の紹介を行ったがA氏は希望しなかっ
た.その半月後に更に体調が悪化し,A氏の希望で入院し
た.体調が落ち着いたA氏と話し合い,「家に帰りたいけど
心配です,具合が悪くなったら入院させてもらえればと
思っています」と思いが聴かれた.病棟スタッフと緩和ケ
アチームが協力し,在宅医・訪問看護導入など退院調整を
行った.妻はA氏と同意見であったが,子ども夫婦は在宅
療養について積極的ではなかった.そのため,退院前に家
族と多職種で退院前カンファレンスを行い,家族の不安の
表出と解消に努めるとともに,意思の統一を図った.退院
後は約20日間自宅で過ごすことができた.再入院時には
A氏と妻から「大変だったけど家で過ごせて良かったで
す」と言葉が聴かれた.【考 察】 外来化学療法を受ける
患者は入院とは異なり,すぐに医療者に相談できず,症状
を抱えて行き詰まることがある.ホットラインは病院との
気軽な窓口になり,行き詰まりを解消することができるこ
とが期待される.また,外来-病棟間の連携や当院併設の訪
問看護ステーションの活用により,A氏の揺れ動く思いに
寄り添った介入ができたと考える.
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落合 翼，蒔田富士雄
（独立行政法人国立病院機構 西群馬病院）
【はじめに】 当院は,平成15年「地域がん診療連携拠点病
院」の指定をうけ,その後平成19年「がん相談支援セン
ター」を医療福祉相談室内に併設した.がん対策基本法第
十六条(平成19年・厚生労働省)では,「がん患者の療養生
活の質の維持向上」について規定しており “がん患者の療
養生活の質の維持向上のために必要な施策を講じること”
と記載されている.それに伴い平成21年11月西群馬病院
がんサロン「やすらぎ」が開設された.【経 過】 当院の
がんサロンは常設しており,患者さん・ご家族が毎日,自由
に利用できるサロンとしては県内でも恵まれた環境にあ
る.しかしその主管が曖昧だったため平成25年4月より,
全般的運営主体を地域医療部医療福祉相談室 (がん相談支
援センター兼務)が担うことになった.我々ソーシャル
ワーカーは「サービス利用者本位の質の高い福祉サービス
の開発と提供に努める」という医療ソーシャルワーカー倫
理綱領に則り,今後何をすれば患者さん・ご家族にとって
有益ながんサロンを提供できるかについて検討を行ってき
た.結果,今まで行っていた認定看護師による「痛みと悩み
の相談会」,「お茶会」に,院内多職種による「学習会」を追
加して活動メニューを増やしてきた.更に,職員ではない
がん相談に精通した一般の方を「がんサロンコーディネー
ター」として招聘し,訪ねてこられる患者さん・ご家族の話
し相手や,サロン活動全般に関しての意見などを伺いなが
ら,より有効的ながんサロン活動を模索している.【考
察】 がんサロンにコーディネーターを配置したことで,
がんサロンを利用される患者さん・ご家族の ①自然な感情
の表出 ②孤独感の緩和 ③安心感の提供 ④がんサロンの
利用促進の効果が得られた.また,がんサロン運営に関わ
るソーシャルワーカーの役割について ①患者さんの療養
環境の向上 ②各職種間の調整・連携 ③広報活動の強化 ④
ニーズの分析と情報源としての支援が重要であると考え
た.
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